


①ベースの各部名称

（名称は、ビデオ本編でご確認ください）

＊ベースを購入する際のチェックポイント
ベースを購入するときのポイントをまとめてみると、
①値段（予算）
②外見（色、形、重さ、など）
③機能（4弦か多弦か、ピックアップの数、ピックアップがパッシヴかア
クティヴか、など）
④弾きやすさ（ネックの幅・太さ・丸み具合、全体の重さ、形、など）
⑤音（いちばん大事！）
があげられる。

　この中でどの部分は譲れないか、自分で優先順位をつけてから楽器屋さん
に行くといいだろう。また、必ずいくつか試奏してみることを勧める。細か
いことがわからなければ、楽器店の店員に「××というバンドの○○さんが
弾いているようなベースが好きなんだけど」とか、「××というCDに入って
いるようなベースの音が好き」とか、自分の好みをはっきり告げて探しても
らおう。

＊普段の手入れ、管理方法
　弾き終わったらきれいな乾いた布で全体を拭いておこう。手の油分や水分
は残さないように。特にネックの裏や指板、フレットの際（キワ）、弦、ペグ
やブリッジなどの金属部分は念入りに拭こう。
　使わないときは短期間であればいちいち弦をゆるめる必要はない。ネック
に負担がかからないようにケースに入れてしまおう。

②実際にスタジオに入ったら ...

　リハーサルスタジオなどでアンプから音を出すときに、いきなり電源を入
れてはいけない。前に使った人がボリュームなどを０に戻していない場合が
あるからだ。
手順としては、
①アンプの電源がオフになっていることと、ボリュームが０になっている
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●応用フレーズことを確認する（なっていないときは０にする）。
②ベース本体にシールドのジャックを差す。
③アンプのインプットにシールドを差す。
④アンプの電源を入れる。
⑤アンプのトーン設定をフラットな状態にする。（使い慣れたアンプでトー
ンの設定が既に決まっているときはその設定にする）
⑥ベース本体のボリュームを10（あるいはいつも使う設定）にし、音を出
しながら徐々にアンプのボリュームを上げていく。
⑦だいたいのところでトーンの再調整をする。
⑧もう一度ボリュームを再調整する。
となる。

　終わったら、アンプのボリュームを０に戻しトーンをフラットにしてから
電源をオフにし、アンプからジャックを抜く。
　これらの手順はアンプのためにも、また諸君の耳のためにも、守る癖を付
けよう。（突発的な大音量によって難聴になることもある）
　また実際に演奏するときは、他の楽器とのバランスにも注意しよう。各々
が他の楽器もちゃんと聞こえるようなバランスが大事だ。

③ツー・フィンガー（指弾き）

　右手人差指と中指を使う、もっとも基本的であらゆるタイプのサウンドを
カバーできる奏法。“何を今さら”と思う人がいるかもしれないが、A.アポヤ
ンド奏法、B.アル・アイレ奏法のふた通りがあるのをご存知だろうか？
　Aは弦を弾いた右手の指を、打弦直後に次の弦に当てて止める奏法で、比
較的強く太い音が得られ、Bは打弦後の指をそのまま空中に浮かせる奏法で、
アコースティック・ギターでアルペジオをやる時のようなものだ（図１）。
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■——右手に関するテクニック——■
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●応用フレーズ④ピック弾き

　これもあまりにも基本的な奏法だが、ピックを右手人差指の側面と親指の
腹でしっかりはさんで持って弦を弾く弾き方。あまりにも基本的なのでテク
ニックとは思わない人もいるだろうが、ピックの持ち方、弦に当たる時の角
度、ピックの材質や硬さなどで出てくる音色が変わってくるので要注意。基
本的には多少硬めのピックの方がベースには向いているだろう。また、ピッ
クが弦に当たる時に、斜めにならずになるべく平行に当たるように心がけよ
う（図２）。

6
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●応用フレーズ

⑤スラッピング（サムピング）

　日本では“チョッパー”という人が多いが、もともとは“スラッピング”という。
その中で “サムピング” は右手の親指（thumb）で弦をヒットする奏法で（写
真①②／図3）、スラッピングの基本だ。具体的には親指をヒッチ・ハイクの
ように立て、前腕（肘から先）の回転運動によって弦をヒットする。弦をヒッ
トする部分は親指の先端のやや斜め横か関節のあたり（これもあたる場所に
よって出てくるサウンドが変わるので要注意）。具体的な弾き方には、A. 弦
をヒットして親指がはね返るようなサムピング、B. 弦をヒットする親指が、
弦を上から叩いたあと下に通過する “サムピング・ダウン”、C. 逆に親指を弦
の下に入れて、上に引っぱり上げる“サムピング・アップ”がある（図A、B、C）。

⑥スラッピング（プリング）

　“プリング”は人差指（時には中指なども使うこともある）で弦を文字通り引っ
張って（pull）弾き、その弦とフレットが当たる“バシッ”という音を利用する
奏法（写真③④／図４）。構え方は“サムピング”とまったく同じ。
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写真のように親指を立て、手
首を回転させるように親指
の腹の部分で弦をヒット！

右手のフォームを上から見
ると、親指が弦をヒットし
た瞬間は写真のようなポジ
ションになる

①

②

このポジションから弦を引っぱり上げるように
弾く。手はボディや弦には触れていない

プリングする右手をプレイヤー側から見ると写
真のような位置。弦と指の関係をよく見て！

③ ④
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●応用フレーズ⑦タッピング

　右手で弦を弾く奏法の中では高度な技術を要するテクニック。右手の指で
（多くは人差指か中指、時に薬指や２本同時に使うこともある）指板上の弦を
上から指板にほぼ垂直方向に押しつけて音を出す、という奏法（写真⑤）。右
手で“ハンマリング・オン”（後項参照）と“プリング・オフ”（同）をやるような
ものだ。この奏法のメリットは右手で押さえるポジション（フレット）を選択
できるため、左手と合わせてかなりトリッキーなフレーズを弾くことができ
る点にある。

10

写真は右手人差指でタッピングしている
ところ。これで1弦19fの音を出し、右
手人差指を弦から離した時に、左手薬指
で押さえている1弦15fが鳴る

⑤
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●応用フレーズ（サムピング）⑧ミュート奏法（サムピング）

⑨ミュート奏法（ピッキング）

　ツー・フィンガーやピック弾きの時に、音の伸びを故意に縮めて“ブン”“ボ
ン”といった詰まった感じの音を出す奏法。弾き方は、右手の手のひらの小
指側の側面でブリッジ近くの弦に触れてミュート（消音）しながらピッキング
するというものだ（図５／写真⑥⑦）。ミュートする位置がブリッジからネッ
ク寄りになればなるほどミュートがきつくなる（音の伸びが短くなる）。ツー・
フィンガーの時は親指をピックのように使って弦をヒットする。
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右手の手のひらの側面を、写真のように
ブリッジ近辺の弦に当ててミュート

指弾きの場合は、写真のように指をピッ
クのように使って弾く

⑥ ⑦
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●応用フレーズ（ピッキング） ⑩スリー・フィンガー

14

●ボサノヴァ・パターン



17

●アルペジオ・パターン —⑪《—コラム》オクターヴ・チューニング

　普通にチューニングしてもポジションによっては（特にハイ・ポジションに
多く見られる場合があるが）なんか気持ち悪いところがある、というときは
下記の手順でオクターヴ・チューニングをチェックしよう。
　用意するものはチューニング・メーターとブリッジのサドル（駒）を動かす
ためのドライバー（楽器によっては六角レンチ）のみなので自分で簡単に出来
るぞ。

①—まず 12フレットのハーモニックス音を出してチューニング・メーター（以
下メーター）で正しく合わせる。

②次に同じ弦の12フレットの実音を出してメーターでチェック。
　この時、
★実音がハーモニックス音よりも高かった場合は ....
　サドルを後ろ（テールピース側）に下げる。
★逆に実音がハーモニックス音よりも低かった場合は ....
　サドルを前（ネック側）にずらす。
　で、再度同様にチェックして、どちらも同じようになればバッチリ！
簡単に出来るけど、とても大事なことなので、時 （々特に弦を交換したあ
となど）チェックする癖を付けよう。

16
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●応用フレーズ

⑫ハンマリング・オン

　文字通り“ハンマー（hammer）で打つ”という意味で、ひとつの音を出した
あとに連続して、右手のピッキングを用いずに左手の指で弦を叩きながら押
弦して音を出す、というテクニック（写真⑧⑨／図６）。利用価値が非常に高く、
さまざまな奏法やフレージングで有効であり、もちろんスラッピングでもよ
く利用される。Ex-1でいうと、上行スラーの付いたレガートに“h.”（または“h.o.”）
と記された部分で用いられる。ベースの場合、弦が太くてテンション（張力）
が強いという構造上、確実な押弦操作が必要となる。

18

ハンマリング前 ハンマリング後

⑧ ⑨

                  

                     

       
  

       
          

■——左手に関するテクニック——■
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●応用フレーズ⑬プリング・オフ

　前述のハンマリング・オンと正反対の動作をするもので、文字通り、弦を引っ
張って（pull）離す（off）ことによって音を出すテクニック（写真⑩⑪／図７）。
　Ex-2で、下行スラーの付いたレガートで“p”（または “p.o.”）と記された場
合に用いる。具体的には、ひとつの音を出したあとに連続して、右手のピッ
キングを用いずに左手の指で弦を引っ掻くようにして音を出す。この時、前
項同様、テンションに負けないしっかりとした操作がないとプリング・オフ
後の着地音がはっきり発音されない場合があるので要注意。また、これら（項
目１、２）は非常に利用頻度の高いテクニックのひとつなのでしっかり押さ
えておこう。
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この状態から…… 押弦していた薬指を、弦を引っ張るよう
に下方向へ

⑩ ⑪

�
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●応用フレーズ⑭トリル（トリラー）

　あるひとつの音と、その半音または全音上（あるいは半音または全音下。
音程差はこれにとどまらない）の音とを細かく連続して出すために用いるテ
クニックで、具体的には前述のハンマリング・オンとプリング・オフとを交
互に細かく連続させるもの。きれいな音を維持させるには、一定の安定した
強さでのハンマリング・オンとプリング・オフが必要になる。記譜では音符
に “tr˜˜˜” をつける（Ex-3）。

22
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●応用フレーズ⑮グリス（グリッサンド）

　先述のハンマリング・オンとプリング・オフが半音から全音程度の音程差
で用いられたのに対し、もっと音程差を大きくつけたい時に使われるテク
ニック。具体的には左手の指を弦の上で滑らせて音を上行、下行させるのだ
が、上行の場合を“アップ・グリス”、下行の場合を“ダウン・グリス”という（写
真⑫⑬）。あらゆるサウンド、あらゆるテンポで頻繁に用いられるが、手を
滑らせる速さや、滑らせている途中で速さを変えることによりさまざまな
ニュアンスを出すことができ、また、ベースでは特に曲中での場面の変わり
目などで多用される。譜面上の表記はスラーに“g”を記したもので表す（Ex-4）。

24

写真の状態から写真⑥の状態まで上行す
るのがアップ・グリス

写真の状態から写真⑤の状態まで下行す
るのがダウン・グリス

⑫ ⑬

�



⑯ナチュラル・ハーモニックス

　もともとハーモニックスとは“高調波”のことを意味するのだが、ベースの
プレイにおいては“倍音”を表わす場合が多い。開放弦の、ある決まったポイ
ント上（弦長の整数等分のポイント＝1/2、1/3、1/4…）に左手の指で軽く触れ、
弦を浮かせて押弦しない状態のまま右手でピッキングする（写真⑭⑮／Ex-5
／図８）。基本的なものでは、諸君がチューニングで使う5、7、12フレット
はご存知だろう。このように、開放弦上
の決まったポイントで得られるハーモ
ニックスを “ナチュラル・ハーモニックス”
と呼び、後述の “人工ハーモニックス” と
区別している。ベースは一般的に低音楽
器と思われているが（もちろん正しい！）、
ギター以上に倍音を多く含んだ楽器なの
で多いに利用したいところだ。ただしま
わりの音に消されないように使うタイミ
ングをよく考えて。

⑰人工ハーモニックス

　実はハーモニックスは、前述のように開放弦上のある決まったポイント以
外でも、どんな音程上でも出すことができる。具体的な方法は、左手の指で
押弦したポジションと、ブリッジとの（つまりその時の弦長の）1/2のポイン
ト（写真⑯）、あるいは1/4（写真⑰）、1/3（写真⑱）、etc.…の弦上に、右手親
指で軽く触れながら人差指などで弦を弾く（図９）。この時、ベースの弦は太
いので、親指を弦の真上ではなく、人差指と親指で弦を軽くはさめるような
角度にもっていくのがコツ（写真⑲⑳）。ちょっとした休符などの隙間で使う
と効果的だ。
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下のように音符のタマの部分をひし形にして表わ
す場合もある

ハーモニックスは押弦せずに、弦に指を
軽く乗せる程度

⑭

×
⑮
ここまで押弦してしまっては音は詰まっ
てしまう

弦長（写真では押弦している14fからブリッ
ジまでの長さ）の1/2のポイント

弦長（14fからブリッジまで）の1/4のポイン
ト

弦長（14fからブリッジまで）の1/3のポイント

写真のように、親指が弦に対して浅く触れ
ているとハーモニックス音は出にくい

親指は弦の上（２弦方向）に置いて、弦を人
差指と親指で上下からはさむようにする

⑯ ⑰

⑱ ⑲

⑳

� �
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●応用フレーズ⑱ダブル・ストップ

　２本の弦で同時に音を出すことで、この言い方はおもにベースで用いられ
る。多くの場合1、2弦（もちろん他の組み合わせもあるが）のハイ・ポジショ
ンを同時に押弦し、２本同時にピッキングして音を出す（写真㉑／Ex-6）。こ
の時、グリス・アップやグリス・ダウンと複合して用いられることが多い。
他の楽器とのアンサンブルを考え、使うタイミングを間違わなければ非常に
有効なテクニックで、ベースを雄弁なものにすることができる。
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左手で２本の弦（写真は１＆２弦）を同時
に押弦し、右手人差指と中指でピッキング

㉑
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●応用フレーズ⑲チョーキング

　弦を垂直方向に押し上げ（または押し下げ）て音程をアップさせる技だ。と、
言葉で書くとややこしそうだが、ギターがよくやる技なのでビデオを見れば
簡単にわかるはず。
　ポイントはベース弦の強いテンション（張力）に負けないしっかりした左指
の操作と、アップさせる音程の正確さだ。
　親指でネックをつかむようにするとやりやすいだろう。
　音程に関しては自分で試行錯誤して経験するしかない。半音、全音など、「こ
のくらいチョーキングするとこの程度の音程」という感覚を磨こう。
　また、1弦側では普通に1弦方向から4弦方向にするチョーキングで大丈
夫だが、4弦側では逆に4弦方向から1弦方向にするチョーキングでないと
弦が指板からはずれてしまうので注意。

30
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●応用フレーズ⑳ヴィブラート

　前出のトリルほどはっきりした音程感を出さずにひとつの音を揺らす（震
わせる）テクニック。具体的な奏法は、左手の指で押弦しながら、指先を支
点として振り子のように揺らすのだが（図10）、基本的には弦と平行した方向
に（つまりネックのヘッド側とブリッジ側の方向へ）揺らす。なお、この時、
指を揺らす方向が弦と垂直方向の場合のそれは、“チョーキング・ヴィブラート”
（図11）となる。いずれにしても、非常に微妙な変化を出すものだが、音の細
かな表情が変わり情感豊かなものとなる。

32
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@1音色の工夫（エフェクターに頼らない）
　エフェクターでいろいろな音色を出すのはもちろん効果的だが、その前に
何も使わないでシールド1本でいい音（自分が気持ちいい音）を出すことが大
事だ。ナマの音が変な音だといくらエフェクターを通しても元が悪ければ悪
い音にエフェクターをかけてしまうことになるからだ。しっかりしたいい音
にかけてこそエフェクターも効果が出るのだ。
　音色を決める要素にはおもに以下の点が考えられる。

★右手のピッキングの位置（ブリッジ寄りかネック寄りか）
★ピッキングの強さ
★—ピックアップが複数付いているベースの場合は、ピックアップ・バランサー
のコントロール具合（リア・ピックアップだと硬く締まった音、フロント・ピッ
クアップだと太くふくよかな音）
★トーン・コントロールの調節
［回路がパッシヴの場合］：トーンはフル（10）でフラット。あとはカットし
て（絞って、こもらせて）いくだけ。
［回路がアクティヴの場合］：トーンはセンター（5）でフラット。ブースト（10
方向）とカット（0方向）が可能。
★—弦の特性（弦によっても音は変わる。値段が高ければいいということでは
なく、それぞれのキャラクターの違いがあるので、好みの弦を探し出そう）
★シールドの特性（同上。好みのシールドを探し出そう）
★アンプ＆スピーカー（当然！説明不要）
★—弦高（弾き易さだけでなく、音色にも影響がある。一般的には太い音を出
すためにはある程度の弦高が必要だ。またピッキングの強さとのかね合い
もあるので、人それぞれその人にあった高さを見つけだそう）

34

■——その他のテクニック——■
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●応用フレーズ㉒ゴースト・ノート

　ミュートした音程感のない音や空ピックなどで得られるもので、おもに故
意に利用するための装飾音のこと（写真㉒／Ex-7 ／ちなみに先述の“ミュー
ト奏法”で得られる音はしっかりと音程のある音をミュートしたもの（写真㉓）
で、ゴースト・ノートとは異なる）。特に16ビートや、シャッフルなどの3
連系で有効で、よりリズム感を強調する効果があるために、ベースにとって
はなくてはならないテクニックのひとつといえよう。譜面上では♪のタマの
部分に×を用いて表す。

36

ミュート奏法：写真のようにしっかり押
弦している。ミュートは右手の手のひら
で行なう

                  

                     

       
  

       
          

ゴースト・ノート：弦に軽く触れている
程度で、薬指や小指でもミュートしている

㉒

㉓
�
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●スタッカート＆テヌート㉓音価の調節（スタッカート＆テヌート）

　スタッカートやテヌートを使うと同じフレーズでも細かなニュアンスが付
き、より表情豊かな演奏が出来る。

　それぞれの基本的な意味は、
　テヌート：その音符の持つ本来の長さを十分に保つ
　スタッカート：その音符の持つ長さのおよそ半分の長さで音を切る
となる。

　従って8分音符のスタッカートなら16分音符分音を伸ばして切るわけだ。
　音を切るときのポイントはなるべく複数の場所に指を触れて音をミュート
する癖を付けることだ。1箇所だけだとポジションによってはハーモニック
スが出てしまうことがあるからだ。右手と左手両方で弦に触れれば万全だが、
片手だけでも確実に音を切ることが出来るように鍛えておこう。
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●頭拍でリズムを感じる

●裏拍でリズムを感じる

● 16分単位でずらす -1

● 16 分単位でずらす -2

㉔符割

　よくアマチュア・バンドなどで、あるキメフレーズのところまで来るとと
たんにテンポが乱れてしまう、という現象を見かける。これは一定のテンポ
の中でいろいろな符割を弾きこなすことが出来ていないということも原因の
一つだ。
　どのようなフレーズが出てきても、一定のテンポの中でそのテンポ感を
キープしたままさまざまな符割を弾きこなすようになりたいものだ。
　それにはメトロノームを使った練習が効果的だ。
　ある一定のテンポでメトロノームをならしながら、
　全音符、2分音符、4分音符、2拍 3連符、8分音符、1拍 3連符、16分
音符 ... と、符割を変えて弾いてみよう。
　慣れたらテンポや符割の順番を変えてみるのもいいだろう。
　また、メトロノームを拍の頭（オン）でとらえるのではなく、ウラでならし
ながら弾くのも良い練習になる。さらに16分音符一つ分ずらせてならしたり、
さまざまな練習に挑戦してみよう。
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●一定のリズムの中での組み合わせ
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㉕覚えておきたいミュージシャン語

　この項は知らなくてもいいようなどうでもいいことだが、ミュージシャン
の言葉の世界のごく一部分を紹介してみよう。
★挨拶
　音楽・芸能の業界ではどんな時間でも（たとえそれが深夜だろうと）最初
に現場で会ったときは「おはようございます」という。

★数の数え方
　1,2,3,4,5,6... という数字を、C（ツェー）、D（デー）、E（エー）、F（エフ）、
G（ゲー）、A（アー）... と数える。
　例えば「￥51000」なら「￥ゲー万ツェー千」という具合。

★言葉を逆さまにする
ギター→ターギ、ベース→スーベ、メシ（飯）→シーメ、お金→ネーカ、酒
→ケーサ、お茶→チャーオ、行く→クーイ、ない→シーナ、寝る→ルーネ....と
いう具合。

　例えば「どこかご飯食べに行かない？」「ご飯食べるお金持ってないからお
茶だけならいいよ」という会話は「シーメクーイしようぜ」「シーメのネーカシー
ナだからチャーオにしよう」てな感じ。
　しかしこれらの用語は現在は（知ってても）ごく一部の人しか（あるいはあ
る一定の状況でしか）使われないと思っていた方がいい。ギャグで使うこと
があっても、まじめに連発されると嫌われちゃうかも ...。

企画制作：リットーミュージック
※この譜例集の無断複製は法律で禁止されています。
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